
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都議会議員（荒川区） 

たきぐち学 
が く 

【月刊】 2011 年 7 月号 

ＧＡＫＵ通信 Vol.. 17 
ブログ随時更新中！ 

 第 2 回定例会閉会。築地・新銀行特別委員会継続へ 
3/11 の東日本大震災から 100 日を超えました。仮設住宅の設置が進んでいるものの、なお多くの方々が

避難所生活を送られており、梅雨から夏場へと生活環境が厳しさを増す中で、対策が急がれると同時に、急

ピッチでの復旧・復興作業が求められています。国会は無用な権力争いから脱し、被災地の復旧・復興と福

島原発の収束に全力を挙げるべきです。 

震災後に実施された東京都知事選挙(4/10）と荒川区議会議員選挙(4/24)。 

東京都知事選挙は、震災の影響でほとんど政策論争が交わされることなく、石原都知事の四選が決まりま

した。荒川区議会選挙は、大変厳しい逆風下において、現職の清水ひろし区議会議員が再選、新人の竹内あ

きひろ候補者が初当選を果たし、民主党推薦のせの喜代区議会議員（4 期目当選）と 3 名で「民主党・市民

の会」として交渉会派（幹事長会に出席できる会派）となりました。新生あらかわ民主党として、荒川区と

東京都、さらに国が連携を図りながら、取り組んで参ります。 

東京都議会は、第 2 回定例会が閉会。被災地を襲った未曾有の大規模複合災害、首都圏にまで及んだ大震

災の影響を受けて、東京緊急対策 2011 を策定、1,374 億円の補正予算に関して審議を行いました。私は、

厚生委員会に付託された約 76 億円の補正予算に関して、放射線対策などの質疑で都の対応を求めました。 

定例会最終日の未明、自民党都議が急逝。このことで都議会の議会構成が変わり、否決される予定だった

「築地市場の移転」と「新銀行東京」の特別委員会を存続させる委員会報告が、一転して可決。加えて、都

議会民主党を中心にとりまとめた議員提出議案である「省エネルギー条例」も、議長裁定によって可決され

ました。緊迫した議会構成の中、次期定例会に臨んで参ります。 

【福祉保健局 補正予算（放射線関連）】 

放射線測定体制の充実 1 億 4,900 万円、放射能に関する情報発信機能の強化 1 億 2,000 万円 

都は責任を持って放射線対応を図るべき＠厚生委員会 

【たきぐち】都内 100 ヶ所測定は、継続的な測定をするべきでは？ 

【都】区市町村の求めに応じて計測を支援。状況変化に応じて対応する。 

【たきぐち】相対的に値が高かった都の東部地域からフォーラム等を開催し、ホッ

トスポットと言われるような情報を説明するべきでは？ 

【都】都民向けフォーラムとホームページ再構築で、都民に対して情報提供する。 

【たきぐち】管理責任者として都立公園における測定を強く要望する。 

【たきぐち】新設のモニタリングポスト 2 台と併せて降下物調査を行うべきでは？ 

【都】採取装置の管理の課題があり、困難。 

【たきぐち】海外における丌測の事態など今後の様々なケースを想定して、その際

に情報把握、情報開示ができるような設備投資として欲しい。 

 

健康安全研究センター(新宿区百人

町)のモニタリングポストを視察。

中村ひろし都議、田中健都議と。 

委員会質疑の詳細は、都議会レポートに掲載します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災地支援は民間団体と連携を 
 たきぐち学 の活動日記 

 

4/1 都議会補欠選挙(杉並)告示日 

4/2 峡田ふれあい館開所式、補選応援等 

4/3〜9 都議補選、都知事選応援、公立小中

学校・高等学校卒業式等 

4/10 都知事選投開票日、被災地支援(石巻市

水明町：炊き出しボランティア) 

4/11 公立幼稚園入園式、会派総会 

4/12 挨拶まわり、区議選準備 等 

4/13 避難所視察(東京武道館、ﾋﾞｯｸﾞｻｲﾄ) 

4/14〜16 区議選準備、街頭、挨拶回り 

4/17〜23 荒川区議会議員選挙 

4/24 投票日 25 開票日 26 挨拶回り 

4/27 被災地支援(塩釜市・泥だしﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)) 

4/28 区議選関連 会合 

4/29〜5/9 華道茶道文化会 60 周年式典、

地域会合、選挙残務処理、資料整理、区民相

談、都民大会結団式、開会式(東京体育館)等 

5/10〜15 会派総会、区保護司会総会、築

地市場ＰＴ(豊洲液状化視察)、避難所視察

（BumB 東京ｽﾎﾟｰﾂ文化館、赤坂ﾌﾟﾘﾝｽﾎﾃﾙ）

日暮里建設業組合総会、合同水防訓練、元三

島神社祭礼 等 

5/16 総支部会議、食品衛生協会総会 等 

5/17 被災地視察(気仙沼〜陸前高田〜釜石) 

5/18〜22 鍍金工業組合総会、地域会合、

あらかわバラの市、わんぱく相撲大会、尾久

消防団大会、倫理講演会 等 

5/23〜29 東京保険医協会ﾋｱﾘﾝｸﾞ、日大政

経研究会、東交組合集い、会派臨時総会、新

銀行 PT、ホタルの会放流式、被災地応援ﾌｪ

ｱ、家庭倫理懇親会 等 

5/30〜6/5 荒川桜門会総会、議会改革 WT、

都医学総合研究所視察、新銀行 PT、緊急輸

送道路ﾋｱﾘﾝｸﾞ、部会、運動会 等 

6/6〜12 都市政策視察(芝浦)、NPO 高年者

ｸﾗﾌﾞ総会、福祉保健局ﾋｱﾘﾝｸﾞ、部会、荒川区

体育協会 60 周年、ﾊｰﾄの運動会、路面電車

の日、東日４丁目祝う会 等 

6/13〜19 質問準備、新銀行ＰＴ、部落解

放総会、都連青年委員会臨時総会 等 

（6/15 厚生委員会・質疑 6/17 本会議） 

6/20〜26 健康安全研究センター視察、荒

川区商連総会、観光ﾂｰﾘｽﾞﾑ協議会総会、都議

会民主党一期生会合、わんぱく相撲都大会、

荒川消防団大会 等 

（6/23 本会議・代表質問、24 一般質問） 

6/27〜29 厚生委員会 質疑＆採決 

6/30 がん対策ＰＴ 

7/1 本会議（第 2 回定例会最終日） 

東日本大震災において、福祉保健局は、都の備蓄・購入物資や都民・

企業・団体等から受け付けた義援物資等を被災地に救援物資として搬

送したほか、被災地等からの要請に応じ、東京 DMAT をはじめ、医

療救護班、こころのケアチーム、保健師チーム・薬剤師班・介護職員

などの専門職員を被災地に派遣してきました。 

＜６月 28 日（火）厚生委員会 質疑＞ 

【たきぐち】３月 18 日から都民・企業・団体からの義援物資受付を

開始した。これらの物資は全て被災地に送られたのか？ 

【都】3/18〜27 午後 4 時に中止するまで 3 万 5,180 件の義援物

資をいただいた。被災地、都内避難所などにも配布しているが、都内

の倉庫に保管されているものもある。 

【たきぐち】集まり過ぎたのか、マッチングの困難さがあったのか検

証が必要だが、保管されている物資はどうするのか？ 

【都】被災後 3 ヶ月が経過し、一括して物資を届けるニーズはほとん

どなくなった。きめ細かく届けられるよう実情を把握しているとこ

ろ。社会福祉施設などとも連携して集められた義援物資を体制に利用

できるよう具体的に検討していく。 

【たきぐち】今回義援物資受付の立ち上がりに 1 週間を要した。支援

体制の初動体制を確立するための「支援マニュアル」を策定するべき

では？ 

【都】今回の経験を踏まえ、来年に予定している地域防災計画の改訂

の中で、マニュアルについても検討していく。 

【たきぐち】支援物資は足りているという認識が広がっているが、下

着やＴシャツなど丌足している避難所もある。蚊取線香や殺虫剤など

ニーズも変わっている。細かなニーズとのマッチングは、現地で活動

しているＮＧＯやＮＰＯなど民間団体の力を活かすべき。 

  

  


